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別紙

委員長　　　　 開会宣言
議案第１４号

環境課長　　　議案第１４号　平成２６年度長久手市卯塚墓園事業特別会計補正予算（第１号）について説明
浅井委員　　　墓園整備工事が繰越明許費として次年度に繰り越されるが、工事の遅れによる単価の上昇など、新年度の会計にも影響を及ぼすと思うが、どのように考えているか。

環境課長　　　工事の遅れによって運営費等が変わることはない。
さとう委員　　今回繰越明許費で計上されている工事は、当初から年度を繰り越して実施するスケジュールだったのか。
環境課長　　　当初は年度末で工事が完了するよう工程を組んでいたが、敷地内の植栽の移動や時期に変更が生じ、工事に遅れが生じている状態である。
田崎委員　　　初めて聞いた話なので、詳しく説明して欲しい。
環境課長　　　植樹する樹木の敷地内移動を予定していたが、その時期を見誤ってしまったが為に全体の工事にも影響が出てしまった。
くらし文化部次長
契約議案を平成２６年第４回定例会に提出したが、工期については年度内での工事完了は難しいということで、受注業者と協議を行い、植樹時期等も踏まえ本年９月末の工事完了を目指し工程を組んでいる。
丹羽委員　　　樹木を移動させる時期を見誤ったと言ったが、工事が遅れたのは担当課の責任か。
くらし文化部次長
樹木を移動する時期を見誤った旨の発言は誤りであり、樹木の移植時期等も勘案し、適正な工期での契約変更を当初から検討していた。
浅井委員　　　施工監理について施工業者から適切なアドバイスはなかったのか。

くらし文化部次長

　　　　　　　施工監理については具体的に発注していない。工期は受託業者と協議しながら設定しており、現在のところ、本年９月末に工事完了を見込んでいる。
浅井委員　　　役所は単年度会計であり、はじめから年度を繰り越して実施する見込みでなかったのなら、今回予算を繰り越すのは何か問題があったからではないのか。予定どおりお墓の分譲ができなければ資金繰りにも影響が出てきかねない。その点については、反省すべき点はないのか。
くらし文化部長
　　　　　　　委員の指摘はもっともである。少しでも良い墓園に整備し、完売を目指している。今年度中の整備は叶わなかったが、本年９月完成を目指し鋭意努力する。

質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第１４号　平成２６年度長久手市卯塚墓園事業特別会計補正予算（第１号）については、全員が賛成。

議案第１４号は、原案のとおり可決
議案第８号

環境課長　　　議案第８号　平成２７年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算について説明
さとう委員　　歳入にあたる「墓地区画使用料」及び「墓地区画管理料」の詳細はどのようか。
環境係長　　　「墓地区画使用料」は、１６４区画×１１３万円と１００体×１５万円の合計で、２億３２万円。また、「墓地区画管理料」は、１６４区画×８,５００円で１３９万４,０００円となる。
さとう委員　　年間の管理料は８,５００円で決定か。
環境課長　　　パブリックコメント実施時の金額で予算計上しており、最終的な金額については検討中である。
さとう委員　　一般会計からの繰入金１,０００円とあるが、補正で繰り入れる予定はあるか。
財政係長　　　墓地区画使用料が歳出総額を上回る見込みであるため、一般会計からの繰り入れは、現状で頭出しのみである。
さとう委員　　墓地区画使用料が想定よりも少ない場合は、繰り入れが行われるということか。
財政係長　　　歳入が想定よりも少なければ一般会計からの繰り入れが行われると思われる。
浅井委員　　　一般管理費の「施設管理委託」とは、具体的にどのような内容か。
環境係長　　　主には高木、芝生、中低木の植栽管理及び法面の除草作業である。
浅井委員　　　新たに整備する墓園の管理は市役所が行うのか。
環境係長　　　指定管理で実施するか直営で委託に出すかは決まっていないため、今回は直営での予算計上を行っている。
浅井委員　　　墓園が完成する前段階から募集を行うと思うが、予算の管理などはしっかりと行って頂きたい。
くらし文化部次長
　　　　　　　条例上の手続きも行いながら、できるだけ早い段階で市民に販売の周知を行っていき、完売を目指していく。
丹羽委員　　　管理棟を９月前に完成させ、そこで募集等の販売手続きを行う予定か。
環境係長　　　愛知県へ建築申請の手続きを行い、できるだけ早く管理棟で販売手続きを行うようにしたい。
田崎委員　　　運営母体が決まっていないとのことだが、事実上、卯塚緑地公園協会以外の選択肢はあり得るのか。
くらし文化部次長
　　　　　　　卯塚緑地公園協会が管理する墓地との一体管理を検討している。また、卯塚緑地公園協会の体制強化を行うよう協議を行っているところである。
田崎委員　　　来年度から市の職員が派遣されるから良いというものではない。市民が納得できるような運営体制づくりを要望する。
くらし文化部長
　　　　　　　市民に親しんでもらえるような新たな形態の墓園を目指している。そのため、様々な専門知識やノウハウを運営体制に入れながら完売を目指していきたい。
水野委員　　　年間の管理料は、全区画完売できた場合の金額か。販売時期によって金額が変わることはないか。
環境係長　　　年間の管理費を２,１３０区画で割り戻した金額が８,５００円の根拠である。起債の償還年限である３０年間、特別会計の中で処理を行っていく計算でスケジュールを考えている。
くらし文化部次長
　　　　　　　年間管理料は、販売時期による金額の変更を行わない予定。
川合議長　　　既存の墓地との一体管理をするとのことだが、新たに整備する墓地と既存の墓地との管理費が異なってくると思われるが、どのように考えているか。

環境係長　　　既存の墓地の管理費は年間３,０００円。新たに整備する墓地は「芝生型」となり、区画内の芝生の管理等も管理者が行うため、従来の「和型」の墓地とは管理費に差が生じる。
さとう委員　　新たに整備する管理棟の内容はどのようか。また、人件費の計上はどうなっているのか。
環境係長　　　人件費は「施設管理委託」の予算内に含まれている。管理棟は平屋で考えており、受付の設置や遺族の集まるスペースの確保も検討している。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論
田崎委員　　　過去に可決された付帯決議を念頭におき事業を実施して頂くことで賛成とする。
反対討論　なし
賛成討論　なし

議案第８号　平成２７年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算については、全員が賛成。

議案第８号は、原案のとおり可決
議案第１５号

区画整理課長　議案第１５号　平成２６年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）について説明
さとう委員　　現地事務所管理費が全額減額されており、平成２７年度予算では廃目となっているが、今後、これだけ大規模な開発を行うにあたって、現地事務所が必要になることはないのか。
区画整理課長　事業のピークは平成２７年度から平成２８年度にかけての間と考えており、事務の執行は現状のとおり市役所庁舎内で可能と考えている。当初は地権者との個別の調整が多いことや工事現場の近くが色々と便利であろうとの考え方から現地事務所を考えていたが、区画整理事業後の撤去費用等も必要になる。また、将来的な公益施設の一部を区画整理事業中に現地事務所として間借りする案も考えたが、現時点で具体的な案が出てきていないので、平成２７年度についても予算の計上を見送った。
浅井委員　　　家屋の移転は、どの程度の進捗状況か。
区画整理課長　移転対象となる家屋は１１軒１２棟であり、現時点の進捗状況としては７軒８棟の承諾を頂いているが、補償の総額は未定である。
室長補佐　　　現在の契約金額の合計は、約３億８,９００万円。当初、事業計画で計上した契約金額は３億７,４００万円なので、現状で１,５００万円程度増加している計算となるが、今後、残りの補償金額として１億円程度増加する見通しである。
浅井委員　　　当初は５億５,０００万円程度と聞いていたので、１億円増加すると６億５,０００万円程度になるということか。
室長補佐　　　先ほど申し上げたのは事業計画上の移転補償額であり、５億　　　　５,０００万円は昨年補償額を見直した後の実際の予算額である。なお、その中には、建物の移転補償費以外にも店舗の営業補償等も含まれている金額である。
浅井委員　　　区画整理事業が始まる前後に区画整理地内にビニールハウスが設置されたが、そういったものも補償の対象となるのか。
室長補佐　　　地区内にあり移設、除却が必要なものについては、全て補償の対象となる。ビニールハウスも補償の対象となるので、現在交渉を行っている。
丹羽委員　　　年度内での工事完了ができなかった理由を地域住民に報告しているか。また、工事完了はいつ頃になる予定か。

室長補佐　　　住民及び地権者への周知は、ニュースの発行により定期的に行っている。前熊地区、北熊地区住民への周知は、区長へ依頼し回覧を行っている。繰り越した工事は１～２か月内で全て完了する予定である。

さとう委員　　イケアへの土地の引き渡しは今年度中に完了するのか。
区画整理課長　イケアへの保留地引き渡しは今年度末を予定していたが、イケア側から技術者不足、資材価格の高騰等を理由に着工の目途が立たないとの話が出てきた。また、造成計画の見直しの中で造成のための土の量が相当数減らすことができる見込みが出てきており、引き渡し時期を遅らせることで市とイケアの双方にとってメリットがあると考えられるため、現在その調整を行っているところである。
さとう委員　引き延ばす期間は、どの程度になる見込みか。
区画整理課長　具体的な引き渡し時期については調整が必要だが、平成２７年度中には引き渡しを行いたいと考えている。
浅井委員　　　渋滞対策について、イケアは担当課、愛知県と調整しているか。
区画整理課長　イケアの交通処理計画については、現時点で細かな調整はできていない。今後も公安委員会、愛知県と引き続き調整していきたい。
浅井委員　　　今年度はモリコロパークで大規模イベントが控えているが、工事が原因で更に渋滞が発生することはないか。

区画整理課長　工事車両については、施工計画の中で1日当たりの車両数を減らしたり平準化を図ることにより調整していきたい。
田崎委員　　　イケアへの保留地引き渡し時期が遅れるということにつき、議会に報告がなかったのはなぜか。造成のための土が減らせるということは、もっと早い時点で分からなかったのか。
区画整理課長　造成のための土が減らすことができ、それによるコスト減が可能ということが判明したのはここ最近である。
田崎委員　　　どういった経緯で判明したのか。イケアからの提案か。
区画整理課長　イケアとの調整の場である。工事が順調に進まない旨の報告はイケアから出されたものであり、その際に造成に必要な土の量を当市から確認したところ、当初よりも少ない量で造成が可能である旨を確認した。

田崎委員　　　議会への報告はいつ行うか。

区画整理課長　もう少し引き渡しの時期が明確になってきたタイミングで、できるだけ早く報告したい。
委員長　　　　平成２６年度中の保留地引き渡しが延期になった旨の報告を議長あて提出するように。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　
浅井委員　　　北熊地区の神明社がある前に巨大商業施設を立地することは、景観上も問題である。また、地区住民の観点からすると、公園西駅周辺には生活利便施設が出店すべきであり、交通渋滞対策もいまだ解決の目途が立っていないため反対とする。

賛成討論　なし

反対討論　なし
議案第１５号　平成２６年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）については、賛成多数。

議案第１５号は、原案のとおり可決
議案第９号

区画整理課長　議案第９号　平成２７年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計予算について説明
浅井委員　　　保留地面積が２,４００㎡なのはなぜか。
区画整理課長　平成２６年４月１日に実施した仮換地指定に基づき算定した商業街区の保留地面積である。

浅井委員　　　イケアの取得予定面積は４～５㏊だったかと思う。今回は仮換地指定のできた２,４００㎡が引き渡されるが、平成２６年度に造成工事が完了していれば全区画分の引き渡しができたということか。
区画整理課長　イケアが出店を予定している商業街区は４．８㏊であるが、そのうち仮換地指定された保留地分が２,４００㎡ということである。それ以外の部分は直接地権者とイケアが売買契約を行うこととなる。
浅井委員　　　区画整理上の保留地は市がイケアに売却をし、個人所有の名義のものは予め商業街区に配置した上で個人がイケアに売却をするということか。
区画整理課長　仮換地の分は各地権者とイケアとの間の売買が成立したと聞いている。保留地は市がイケアに売却する。
浅井委員　　　商業街区以外にも市が保有する土地があるということか。

区画整理課長　保留地は２,４００㎡だけでなく事業計画では２３,６００㎡となっている。工事が順次完了されるに伴い処分していく。

浅井委員　　　イケアへの販売金額は、経費から考えると安すぎるのではないか。

区画整理課長　価格は近隣も調査した上で１㎡あたり１０万３,６００円を設定した。

浅井委員　　　横断歩道橋工事の費用が４億８,０００万円計上されている。当初議会への説明では事業費は５０億円必要ということであったが、途中から横断歩道橋については事業者の負担も考えるとのことで４４億円程度に縮小されるとのことであった。しかし、ここで横断歩道橋の予算が計上されているというのはどういうことか。
区画整理課長　現在の土地区画整理事業の事業費は、４４億１,０００万円である。当初は横断歩道橋も一体的に整備できないかとの考えから約４９億円という話をさせて頂いていたが、現在、横断歩道橋の整備は区画整理事業と切り離して考えている。
建設部長　　　横断歩道橋については、特別会計に計上しているが、区画整理事業とは別に市で事業を実施していく。特別会計の金額イコール区画整理事業費ではない。
浅井委員　　　横断歩道橋の整備には国費は投入されるのか。
区画整理課長　都市再生整備計画の中で公園西駅の横断歩道橋整備事業は基幹事業と位置づけている。補助率最大４０％の中で国費投入を受け整備をしていく。
浅井委員　　　交付金の額も確定する前から事業を実施するのか。
財政係長　　　社会資本整備総合交付金は一般会計で受け入れており、一般会計から本特別会計への繰入金の中に交付金の対象額が含まれている。
さとう委員　　国県支出金の全体はどの程度になるか。
財政係長　　　国庫支出金が一般会計繰入金の中に３億４,６００万円入っている。
さとう委員　　横断歩道橋をつくる理由は何か。
区画整理課長　グリーンロードが地域を分断しているとの声が地元から上がっているため、区画整理事業と併せて、分断された地域を円滑かつ安全につなぐのは市の責務であると考えるためである。
さとう委員　　市の責務ということは、イケアからの費用の回収はできないということか。
区画整理課長　横断歩道橋は駅と接続することにより駅の利用者も利用できるような形態を考えている。これは、駅からイケアへの動線にもなることから、費用負担のあり方については、引き続き愛知県やイケアと協議をしていきたいと考えている。

さとう委員　　環境配慮施策工事とはどのようなものか。
室長補佐　　　照明をＬＥＤ化するほか、アスファルト舗装に遮熱素材を使用するなどを考えているが、平成２７年度予算化したものでは照明のＬＥＤ化と歩道の保水インターロッキングを検討している。
浅井委員　　　電線共同溝設計委託の費用が計上されているが、区画整理地全体を電柱のない街並みにする予定か。
区画整理課長　平成２７年度の予算計上は、駅前広場につながる都市計画道路の電線地中化を行うための設計費用である。
建設部長　　　今後、地区全体の電線地中化についても検討を進めていきたいと考えている。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　
浅井委員　　　将来の長久手のまちづくりを考えたときに、当該事業はこの地区の住民に多大な負担を及ぼすため反対とする。

賛成討論　なし

反対討論　なし
議案第９号　平成２７年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計予算については、賛成多数。

議案第９号は、原案のとおり可決
委員長　　　　この際、暫時休憩とする。

午前１１時３１分休憩
　　　　　　　
午前１１時４０分再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

委員長　　　　議案第８号　平成２７年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算について、財政係長より追加説明を行う。

財政係長　　　墓地区画使用料が想定額よりも少ない場合、一般会計から繰入を行う旨説明したが、一般会計から繰入を行う前にまず元金償還金を充当することとなる。それでも足りない場合に限り一般会計から繰入を行うことを予定している。

議案第１１号
下水道課長　　議案第１１号　平成２６年度長久手市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について説明
さとう委員　　昨年実施した議会報告会で出された意見の中に、２０ｍｍで６０万円の受益者負担金を請求され驚いたとの意見があったが、どのような要因でそういったことが起こるのか。
建設部長　　　昨年条例改正した際に農村集落家庭排水と同額ということで議会に認めて頂いた額である。
さとう委員　　条例改正により新たに請求が来た方がいたのか。
課長補佐　　　市街化区域の受益者負担金は平米あたりの金額を徴収している。市街化調整区域の受益者分担金は面積当たりではなく、給水管の口径により金額を決めている。
さとう委員　　長期債元金償還金について、繰上償還の対象とならなかったとの説明であったが、その理由は何か。
経営係専門員　公園西駅周辺土地区画整理事業に伴う下水管移設工事の際に、当初起債して設置した管渠であるため、残債について繰上償還しなければならないと東海財務局から啓示されていたが、改めて東海財務局と協議を行い、繰上償還の必要がないと判断されたためである。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし

議案第１１号　平成２６年度長久手市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、全員が賛成。

議案第１１号は、原案のとおり可決
議案第４号
下水道課長　　議案第４号　平成２７年度長久手市公共下水道事業特別会計予算について説明
さとう委員　　債務負担行為の内容と必要性を説明して欲しい。
経営係専門員　企業会計制度の適用に伴い、資産調査の実施、会計システム開発等を行う必要があり、平成２７年度から平成２９年度の間に実施する事業の契約を平成２７年度に行うために債務負担行為とする。
さとう委員　　長久手浄化センターの光熱水費が平成２６年度に比べ随分と増額されているが、処理量が多くなったことが原因か。
課長補佐　　　水量の増加によるものである。
川合議長　　　受益者分担金について、土地の面積で計算する方が給水管の口径で計算するよりも安い場合がある。その分岐点は何㎡か。
課長補佐　　　１３ｍｍであれば３１６㎡で分岐。２０ｍｍであれば７５１㎡で分岐となる。
川合議長　　　計算方法は選択できるのか。

課長補佐　　　市街化区域は面積、市街化調整区域は口径でお願いしている。
川合議長　　　口径で計算するよりも面積で計算した方が受益者分担金の安いケースもあるため、対策は考えているか。
下水道課長　　２０ｍｍから１３ｍｍへの移行を提案しているケースもある。そういった状態であることは承知しているので、将来への引き継ぎとして考えている。
丹羽委員　　　給水管を引く際に口径が１３ｍｍでは水道の圧が足りないので２０ｍｍを推奨していたと聞いているが、水道企業団と調整して予め大きな本管をいれるなど将来を見越した事業を実施すれば、新たに家を建てる方は２０ｍｍの給水管を入れる必要がなくなるため、このような問題が生じにくくなるのではないか。
下水道課長　　水道企業団が２０ｍｍの給水管を推奨しているのは承知しているので、機会があれば企業団と調整したいと考えている。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし

議案第４号　平成２７年度長久手市公共下水道事業特別会計予算については、全員が賛成。

議案第４号は、原案のとおり可決
議案第１２号
下水道課長　　議案第１２号　平成２６年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）について説明
質疑及び意見は特になく終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第１２号　平成２６年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）については、全員が賛成。

議案第１２号は、原案のとおり可決

議案第５号
下水道課長　　議案第５号　平成２７年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計予算について説明
質疑及び意見は特になく終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第５号　平成２７年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計予算については、全員が賛成。

議案第５号は、原案のとおり可決
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午後０時２２分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２７年３月１３日

くらし建設委員会委員長　　青山直道
PAGE  
1

